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Abstract 
The purpose of this study was to improve the stability of anthocyanins in 
alkaline solution. I investigated the difference in stability due to the 
difference in the metal ions added, but the change in pH due to the addition 
had an effect.  
 

１．目的 

 塩基性溶液下において不安定なアントシアニンは金属イオンにより安

定するという原理に基づき、最も有効な金属イオンを明らかにする。  

 

２．方法 

 紫芋の粉から純水を用いてアントシアニンを抽出 

した後、塩基性とする。その後、金属イオンを加え、 

吸光度を加熱前後で測定する。２度目の実験において  

は、加熱前と後の pH の測定も行った。  

                      

３．結果 

 
４．考察 

 １回目の実験から原子量が小さいほど安定性が高いと推測できるが、２

回目の実験から、添加による pH の変化が原因ということが示唆される。  

 

５．結論 

金属イオン添加による安定性の違いは、 pH の変化が原因であった。  
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